
日本沿岸域学会 平成 29 年度全国大会（熊本） 

シンポジウム・プログラム 

１．開催の日時、場所 

日時； 平成 29 年 7 月 23 日、9：30～12：00 

場所； 熊本大学工学部 2号館 223 教室（定員 252 席） 

２．開催テーマ 

  テーマ：「熊本地震と有明・八代の海」 

３．シンポジウム（9:30～12:00）：総合司会、海洋政策研究所・横浜国立大学・古川恵太

  9:30～9:40 

    ○開会あいさつ：熊本大学名誉教授・滝川清

 ○趣旨説明：古川恵太 

   9:45～10:30 

○基調講演；

 「有明・八代海の環境再生と新たな活動主体の形成―東京湾の経験から―」（45 分） 

  放送大学学長・東京湾再生官民連携フォーラム議長・來生新 

10:40～12:00 

「パネルディスカッション」：（進行：古川恵太） 

○話題提供：（約 50分）

１．「熊本地震からの復旧・復興について」（30 分） 

熊本県環境生活部環境局環境立県推進課・橋本有毅 

２．「熊本地震の水環境課題について  

～地震後の地下水質変動と沿岸域の環境浄化～」（20 分） 

熊本大学理学部准教授・中田晴彦 

○総合討論：（パネリスト：登壇者全員）

討論テーマ：有明海・八代海の将来に向けてどう取り組むか？(約 30 分) 
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 現 地 視 察 行 程   参加費無料 定員 45名 

①熊本城被災状況    ②干潟・浅場の現地実証試験

日時：平成 29年 7月 23 日（日）12:20～16:30

行程： 

12:20(集合) 熊本大学 黒髪南地区 工学部百周年記念館前

12:50～  ①熊本城被災状況現地視察（熊本よかとこ案内人による説明）(60 分程度)

14:40～  ②熊本港内における干潟・浅場の現地実証試験地（熊本港湾空港整備事務所・熊本大学）(50 分程度)

15:45 頃  ③JR西熊本駅付近 着  （※JR 及び新幹線をご利用の方は、こちらにて降車願います）

16:30 頃  ④阿蘇くまもと空港 着 

位置図

※参加申し込みは、日本沿岸域学会ホームページ内の現地視察をご利用下さい。 

※お弁当が必要な方は、参加申し込みフォーム内その他に注文個数をご記入下さい。（\1,000/個 お茶付） 

※視察は、徒歩による移動が含まれます。各自、熱中症や降雨等の対策をお願います。 

熊本大学 

①熊本城 

②熊本港 

③JR 西熊本駅

④阿蘇くまもと空港 

共催：熊本県沿岸域再生官民連携フォーラム

NPO 法人 みらい有明・不知火

熊本駅


